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～
明
鏡
止
水
の
銀
世
界
～

（
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
）

　

平
均
標
高
８
０
０
ｍ
の
久
万
高
原
町

で
は
、
毎
冬
、
雪
が
降
る
と
幻
想
的
な

銀
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

笛
ケ
滝
公
園
は
、
最
も
美
し
い
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
で
あ
り
、
湖
畔
の
水
面
に
は

雪
化
粧
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　

当
公
園
は
、
四
季
折
々
の
違
っ
た
表

情
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
野
外
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
遊
具
も
備
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
、
サ
ッ
カ
ー

や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
家
族
が
ハ
イ
キ
ン

グ
に
訪
れ
、
景
色
を
楽
し
み
、
団
欒
を

深
め
ま
す
。

○新春のご挨拶（県連会長・全国連会長）

○第59回商工会全国大会

○青年部・女性部全国大会

○小規模事業者持続化補助金活用事例

○税制改正（青色申告特別控除）

○小規模企業向けBCPの策定（第３回）

表紙写真提供：久万高原町商工会



− 2 −

No.308 えひめ 商工会 だより 2020/1

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年
の
年
頭

に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
世
界

経
済
の
動
向
や
金
融
市
場
の
変
動

の
影
響
に
加
え
、
日
韓
関
係
の
悪

化
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
や
消
費

税
率
引
上
げ
に
よ
る
消
費
の
停
滞

な
ど
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
日
本
は
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
、
生
産
年
齢

人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
、
事
業
承
継
の
み
な
ら
ず
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お

い
て
も
、
労
働
力
の
確
保
や
人
材

の
早
期
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
国
で
は
人
生

１
０
０
年
時
代
の
到
来
を
見
据

え
、一
人
ひ
と
り
が
能
力
を
高
め
、

誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍

で
き
る
社
会
の
構
築
に
向
け
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
原
動
力
と
し
た

「Society 5.0

」
の
実
現
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
組
織
と
し
て
も
、
第
４

次
産
業
革
命
と
も
い
わ
れ
る
デ
ジ

タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
・
啓
発
を

は
じ
め
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
５
Ｇ

と
い
っ
た
先
端
技
術
を
活
用
し
た

自
動
化
、
省
力
化
に
よ
る
経
営
の

効
率
化
に
対
応
で
き
る
支
援
体
制

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
商
工
会
法
施
行
60
周

年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
と
地
域

の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
経

営
発
達
支
援
事
業
や
事
業
継
続
力

強
化
支
援
事
業
を
通
じ
て
、
我
々

に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
、
事
業
と
地
域
の
持
続

的
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

全
国
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
森
　
　
義
久

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
初
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
は
８
月
下
旬
に
九
州
北
部

を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
、
９
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
の
台
風
襲
来
な

ど
、
多
く
の
商
工
会
地
域
が
大
規

模
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
度
重
な
る
災
害
に
対
し
、
国

も
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
お
り
、「
被
災
者
の
生
活
と

生
業
の
再
建
に
向
け
た
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
支
援
策
が
各
地
域
に
十
分
に

行
き
渡
り
、被
災
さ
れ
た
皆
様
が
、

一
日
も
早
く
元
ど
お
り
の
事
業
や

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
政
府

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
商
工
会
組
織
を
あ
げ
て

引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
に
は
事

業
者
の「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」

策
定
支
援
、
商
工
会
自
身
の
「
事

業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
策
定

と
い
う
新
た
な
役
割
が
加
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
第
Ⅱ
期
小
規
模
企

業
振
興
基
本
計
画
に
は
、「
事
業

者
の
持
続
的
発
展
と
地
域
の
持
続

的
発
展
」の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
、

地
域
に
根
差
し
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
に
寄
り
添
う
商
工
会
の
存

在
価
値
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
、

国
が
政
策
と
し
て
実
施
し
て
い
く

内
容
は
、
商
工
会
の
活
動
を
後
押

し
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
は
、
商
工
会
法
施
行
60
周

年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
商

工
会
の
支
援
に
よ
り
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
経
営
改

善
を
果
た
し
、
そ
の
効
果
が
ど
の

よ
う
に
地
域
経
済
へ
波
及
し
て
い

る
か
な
ど
、
支
援
の
成
果
が
問
わ

れ
て
ま
い
り
ま
す
。
社
会
的
課
題

や
制
度
面
へ
の
対
応
な
ど
も
含

め
、「
指
導
」か
ら
き
め
細
か
な「
伴

走
支
援
」
へ
と
支
援
の
形
も
変
化

し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
予
算
・
人

員
で
十
分
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
組
織
体
制
を
改
め
て
見
つ
め

直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
景
気

悪
化
の
影
響
を
も
っ
と
も
受
け
や

す
い
一
方
で
、
景
気
回
復
の
実
感

は
得
に
く
い
た
め
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
こ
そ
が
国
の
支
援
施
策

を
享
受
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

活
力
が
日
本
経
済
の
成
長
に
つ
な

が
る
こ
と
は
多
く
の
方
が
意
見
を

一
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。私
も「
会

員
あ
っ
て
の
商
工
会
」
の
信
念
の

も
と
、
各
地
に
足
を
運
び
、
現
地

の
声
に
耳
を
傾
け
、
全
国
１
０
０
万

会
員
、
１
、６
５
２
商
工
会
の
声

を
ひ
と
つ
に
、
全
国
商
工
会
連
合

会
会
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

べ
く
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
大
き
く
飛
躍
す

る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

本
年
も
商
工
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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昨
年
11
月
21
日
（
木
）、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
第
59
回
商
工
会
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
３
、
０
０
０
名
、
本
県
か
ら
は

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
森
全
国
連
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
、
梶
山
経
済
産
業
大
臣
、
江
藤

農
林
水
産
大
臣
（
代
理
に
河
野
農

林
水
産
大
臣
政
務
官
）
か
ら
の
祝

辞
、
ま
た
、
多
数
の
関
係
団
体
を

代
表
し
て
、
豊
永
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
理
事
長
、
中
家
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
か
ら
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、城
戸
大
会
副
会
長（
福

岡
）
か
ら
、
次
の
６
項
目
の
実
現

に
向
け
決
議
案
が
発
表
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
貢
献
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

内
子
町
商
工
会

【
役
員
功
労
者
】

　

松
浦　
　

哲
（
上
島
町
）

　

渡
部　

英
志
（
周
桑
）

　

大
木　

光
俊
（
越
智
）

　

池
田　
　

央
（
内
子
町
）

【
優
良
女
性
部
】

　

愛
南
町
商
工
会
女
性
部

【
女
性
部
功
労
者
】

　

野
間
と
し
子
（
東
温
市
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

松
岡　

勝
利
（
上
島
町
）

　

森
本　

智
子
（
松
前
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

黒
河　

通
増
（
周
桑
）

　

岡
田　

光
伸
（
周
桑
）

　

山
上　

耕
司
（
上
島
町
）

　

今
井　

裕
和
（
上
島
町
）

　

山
本　

義
晴
（
久
万
高
原
町
）

　

中
島　

博
志
（
砥
部
町
）

　

戎
井　

英
雄
（
双
海
中
山
）

　

山
本　

忠
志
（
内
子
町
）

　

髙
橋　

伸
吉
（
愛
南
町
）

【
優
良
青
年
部
】

　

鬼
北
町
商
工
会
青
年
部

　

愛
南
町
商
工
会
青
年
部

【
優
良
女
性
部
】

　

久
万
高
原
町
商
工
会
女
性
部

　

砥
部
町
商
工
会
女
性
部

　

吉
田
三
間
商
工
会
女
性
部

【
女
性
部
功
労
者
】

　

壷
内
真
由
美
（
周
桑
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

菅　
　

江
美
（
上
島
町
）

　

中
林　

宏
徳
（
上
島
町
）

　

松
下
昌
一
郎
（
連
合
会
）

　

武
智　

周
子
（
連
合
会
）

　

森
全
国
連
会
長
と
後
藤
常
務
理

事
、
起
田
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
長
が

昨
年
11
月
８
日
に
来
県
さ
れ
、
村

上
会
長
、飯
尾
専
務
理
事
、松
下
事

務
局
長
等
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
森
全
国
連
会
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
全
国
連
起

田
課
長
よ
り
小
規
模
事
業
者
支
援

法
の
改
正
等
に
よ
る
商
工
会
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
に
つ
い
て
、
続

い
て
松
下
事
務
局
長
よ
り
愛
媛
県

内
の
商
工
会
の
状
況
、
課
題
、
取

組
み
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。

 　

そ
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り
法

定
経
営
指
導
員
の
処
遇
や
青
年

部
・
女
性
部
の
部
員
減
少
、
事
業

承
継
、
新
規
採
用
職
員
の
育
成
方

法
等
商
工
会
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
双
方
の
立
場

か
ら
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

第
59
回

商
工
会
全
国
大
会

一
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
主

役
の
大
型
経
済
対
策
の
実
施

一
、 

被
災
地
域
へ
の
継
続
支
援
と

リ
ス
ク
に
備
え
た
経
営
支
援

の
強
化

一
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
発
展
に
資
す
る
た
め
の

支
援
強
化

一
、
多
業
種
連
携
の
推
進
や
販
路

開
拓
支
援
等
に
よ
る
地
方
経

済
の
活
性
化

一
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
・
軽

減
税
率
へ
の
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
環
境
の
整
備

一
、
地
域
唯
一
の
経
済
団
体
と
し

て
の
商
工
会
の
組
織
力
強
化

全
国
連 

森
会
長
と
意
見
交
換
会
を
開
催

全国連　森会長

意見交換の様子

愛媛県商工会連合会のホームページからご利用いただけます。
お好みのセミナーをご視聴いただけます。

ご利用方法ご利用方法
①右のQRコードを読み取り
②ご利用の際は、IDとパスワードが
　必要となります。お近くの商工会
　へお問い合わせください。

商工会WEBセミナーのご案内商工会WEBセミナーのご案内

安倍内閣総理大臣

宮本経済産業大臣政務官

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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第
21
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
が
12
月
４
・
５
日
、
名
古
屋
国

際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
約
３
、
７
０
０
名
、
愛
媛
県
か

ら
も
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
全
国
商
工
会
青
年

部
連
合
会
奥
村
会
長
等
の
挨
拶
に

続
き
、
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、

本
県
か
ら
吉
田
三
間
商
工
会
青
年

部
の
高
山
雄
輔
さ
ん
が
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
に

よ
る
主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
は
、

審
査
の
結
果
、「
大
好
き
な
こ
の

町
に
残
す
事
業
計
画
」
と
題
し
て

発
表
さ
れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
堤
裕
一
郎
さ
ん
（
福
岡
県
）
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
野
球
評
論
家
の

落
合
博
満
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
若

手
リ
ー
ダ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
決
断
＝
実
行
』」
を
テ
ー
マ
に
、

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
決
断
力
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
全
国
青
年
部
長
会

議
終
了
後
、Google Cloud

（G 
Suite

）
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
全
国
の
参
加
部
員
と
交
流
を

深
め
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
を
向
上
さ
せ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

女
性
部
全
国
大
会

　

第
21
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
ｉ
ｎ
島
根
が
10
月
29
日
、
松
江

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
約
２
、
３
０
０
名
の
女
性
部

員
が
参
加
し
、
本
県
か
ら
も
47
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
島
根
県
女
性
連
大

谷
会
長
の
歓
迎
挨
拶
等
の
後
、
各

種
事
業
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
主
張
発
表
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

「W
elcom

e

でOM
OTENA

SHI

」

と
題
し
、
指
差
し
英
会
話
集
作
成

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
河
内
正

子
さ
ん
（
山
梨
県
）
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
万
九
千
神
社
宮
司
の

錦
田
剛
志
氏
に
よ
り
「
神
在
月
の

国 

出
雲
へ
よ
う
こ
そ
」
を
テ
ー

マ
に
、
出
雲
大
社
の
歴
史
や
神
在

祭
の
様
子
、
ま
た
人
と
し
て
畏
敬

の
念
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
る
等
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
移
動
研
修
で
は
、
堀
川

め
ぐ
り
、
松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー

ク
を
視
察
し
、
由
志
園
で
は
島
根

県
女
性
部
員
の
熱
い
お
も
て
な
し

を
受
け
ま
し
た
。
部
員
同
士
の
交

流
を
深
め
、
今
後
の
女
性
部
活
動

の
参
考
と
な
る
有
意
義
な
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
全
国
大
会

吉田三間商工会青年部　高山雄輔氏 青
年
部
・
女
性
部
を
通
じ
た
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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10
月
25
日（
金
）Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
於
て
、

愛
媛
県
営
業
本
部
と
合
同
で
商
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
商
談
会
は
、
１
４
０
社
程
度

の
事
業
者
と
県
内
外
か
ら
招
へ
い

し
た
50
社
程
度
の
バ
イ
ヤ
ー
が
事

前
予
約
制
の
面
談
形
式
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

商
談
ブ
ー
ス
で
は
、
商
品
の
特

徴
や
利
用
シ
ー
ン
な
ど
事
業
者
か

ら
熱
心
な
説
明
が
行
わ
れ
、
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
は
具
体
的
な
引
き
合
い

の
ほ
か
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り
に

役
立
つ
助
言
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

【
企
業
概
要
】

事
業
所
名
：
共
栄
火
災
白
滝
代
理
店

　

昭
和
52
年
に
代
表
者
の
母
が

「
共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会

社
」
の
代
理
店
と
し
て
創
業
。
平

成
28
年
に
事
業
承
継
し
、
現
在
は

自
動
車
保
険
を
メ
イ
ン
に
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
様
々
な
保

険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
顧
客
の

90
％
を
個
人
が
占
め
、
従
来
か
ら

地
域
に
密
着
し
た
営
業
を
行
っ
て

い
る
。

【
取
組
の
経
緯
】

　

昨
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
事
務

所
等
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
浸
水

し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

商
談
ス
ペ
ー
ス
も
使
用
で
き
な
く

な
り
、
早
期
復
旧
に
向
け
、
本
補

助
金
の
申
請
に
至
っ
た
。

 【
取
組
内
容
】

① 

商
談
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

応
接
セ
ッ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
展
示
用
や
間
仕
切
り
用
ス

タ
ッ
キ
ン
グ
シ
ェ
ル
フ
を
設
置

② 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ

る
訪
問
営
業
の
強
化

③ 

自
社
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
の
看
板
設
置

【
代
表
者
の
声
】

　

今
回
の
災
害
を
受
け
、
事
務
所

は
目
も
当
て
ら
れ
な
い
状
態
に
な

り
、
復
旧
ま
で
か
な
り
の
期
間
を

要
し
ま
し
た
。
当
初
は
現
状
復
旧

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
補
助
金

を
活
用
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
す
る
こ
と
で
訪
問
営
業
時
に

は
、よ
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
保
険
の
提
案
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
来
店
型
の
代
理
店

と
し
て
営
業
強
化
を
図
る
た
め
、

商
談
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
、
大
き
な

看
板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
来
客

者
も
増
え
、
落
ち
着
い
た
空
間
で

商
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た

保
険
代
理
店
と
し
て
地
元
の
方
々

の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

【�

支
援
者
（
長
浜
町
商
工
会
：
矢

野
経
営
指
導
員
の
声
】

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
事
務
所
が
被

災
し
、
営
業
困
難
な
状
態
の
中
、

事
業
再
開
に
向
け
、
当
補
助
金
の

活
用
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
寄
り
添
っ
た
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
槌
音
が
響
く
⑥

～「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
活
用
事
例
～

被災当時の事務所内

改装後の事務所内

看板設置

共
同
・
協
業
販
路
開
拓
支
援
事
業

～
え
ひ
め
が
誇
る
「
す
ご
味
」・「
す
ご
モ
ノ
」
商
談
会
～

【
主
な
招
へ
い
バ
イ
ヤ
ー
】

（
食
品
）

Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
東
京
、
国
分
首
都
圏
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
商
事
、

セ
ブ
ン
ス
タ
ー
、
全
日
空
商
事
、

伊
予
鉄
髙
島
屋　

等
39
社

（
非
食
品
）

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
サ
ザ
ビ
ー

リ
ー
グ
、
ロ
フ
ト
、
ビ
ー
ム
ス
、

東
急
ハ
ン
ズ
、　

ザ
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
ホ
テ
ル
東
急　

等
15
社

松山支社
TEL（089）913-8780

事
業
継
続
・
復
興
に
向
け
て
、
各
種
施
策
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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電
子
申
告
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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【　広　告　原　稿　】

松山市千舟町３丁目３番地８千舟町スクエアガーデン７～９階
ＴＥＬ：０８９ー９３１－２１１１（代表）
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｈｉｍｅ－ｃｇｃ．ｏｒ．ｊｐ／

にて保証協会のホットな話題をお届けしています ☞

中小企業をサポートします！
各市町振興資金

等の‶低コスト″な制度もご用意しております。

創 業 資 金・

　

本
稿
で
は
、
前
回
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
具
体
的
な
取
組
み
内
容
を

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
】

防
災
・
減
災
対
策

　

こ
こ
で
は
、
主
に
自
然
災
害
に

よ
る
損
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
す

る
た
め
に
、
事
前
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
の
か
を
検
討
し
ま

す
。「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
」
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
き
ま
す
。

①
「
ヒ
ト
」
対
策

・
緊
急
連
絡
手
段

・ 

緊
急
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成　

・
非
常
用
袋
の
用
意

・
避
難
場
所
の
特
定　

②
「
モ
ノ
」
対
策

・ 

建
物
、
設
備
等
の
大
ま
か
な

強
度
の
把
握

・
建
物
、
設
備
の
補
強

・ 

事
務
所
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
見

直
し

・
機
械
・
設
備
等
の
固
定

・ 

ガ
ラ
ス
の
飛
散
、
器
具
の
落

下
等
の
防
止

・ 

商
品
、
器
具
、
書
類
等
の
陳

列
、
収
納
の
見
直
し

③
「
情
報
」
の
対
策

・
最
重
要
デ
ー
タ
の
特
定

・
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
】

重
要
業
務
の
明
確
化

　

平
常
時
の
３
割
し
か
稼
動
で
き

な
い
等
、
人
員
や
機
械
・
設
備
な

ど
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
状
況
で

の
対
応
を
考
え
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
売
上
・
利
益
へ

の
貢
献
度
、
業
界
・
取
引
先
内
に

お
け
る
シ
ェ
ア
、
競
合
状
況
な
ど

を
勘
案
し
ま
す
が
、
業
種
・
業
態
・

事
業
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
個
社
ご
と

に
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

〈
絞
り
込
み
の
考
え
方
〉

①
小
売
業
の
場
合

　

地
域
住
民
を
対
象
と
す
る
観

点
か
ら
、
災
害
直
後
に
不
可
欠

と
な
る
食
料
品
・
衣
類
品
・
衛

生
品
な
ど
の
商
品
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

②
建
設
業
の
場
合

　

施
工
物
件
の
被
災
状
況
確
認

や
災
害
に
よ
る
緊
急
案
件
の
急

増
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

機
材
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ

る
建
設
機
械
・
車
両
の
確
保
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合

　

物
的
被
害
以
外
に
も
、
例
え

ば
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
不
能
と
な

り
、
業
務
上
必
要
な
デ
ー
タ
が

復
旧
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
対

策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
】

目
標
復
旧
時
間
の
設
定

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
で
決
め
た
重
要
業

務
を
い
つ
ま
で
に
復
旧
さ
せ
る
の

か
を
、
取
引
先
な
ど
外
部
の
意
向

を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
】

復
旧
に
お
け
る
障
害
の
特
定

　

目
標
復
旧
時
間
の
実
行
に
あ
た

り
、
主
に
自
社
の
努
力
で
は
対
応

で
き
な
い
次
の
よ
う
な
ネ
ッ
ク
と

な
る
資
源（
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
資
源
）

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・�

ガ
ス
・
水
道
・
電
気
・
道
路

等
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

・�
専
門
的
知
見
・
技
術
を
要
す

る
機
械
設
備
等
の
修
理

　

こ
れ
ら
を
洗
い
出
し
、
各
機
関

が
公
表
す
る
復
旧
見
込
み
時
間
を

把
握
し
て
お
き
ま
す
。

　

次
回
は
前
述
を
踏
ま
え
た
代
替

手
段
、
資
金
計
画
、
組
織
体
制
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

冬季の省エネにご協力をお願いします。
経済産業省では、11月から３月まで冬季の省エネキャンペーンを推進しています。
詳しくは、全国省エネ推進ネットワークのHPをご参照ください。
 オフィスでできる節電アクション【例】
•  エアコンは必要時のみ使用し、冬の暖房時の室温は20℃を目安に設定（温度設定を１℃低くすると約

10％の消費電力の削減が可能となります。）
•  照明の照度を低く設定、間引き点灯などを実践しましょう。他にも人感センサーをうまく活用するこ

とで消費エネルギーを抑えることが可能です。

全国省エネ推進ネットワーク

小
規
模
企
業
向
け
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
（
第
３
回
）

事
業
継
続
の
た
め
に
、
様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う



− 8 −

No.308 えひめ 商工会 だより 2020/1

傷

本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名　

会　

長　

名

土
居
町　

苅
田　

清
秀

周　
　

桑　

渡
部　

英
志

越　
　

智　

大
木　

光
俊

し
ま
な
み　

村
上　

友
則

上
島
町　

松
浦　
　

哲

北　
　

条　

萩
山　

陽
右

中　
　

島　

山
本　

昭
宏

東
温
市　

越
智　

俊
充

久
万
高
原
町　

古
田　

邦
博

松
前
町　

鳥
井　

貞
宏

砥
部
町　

芳
之
内　

徹

双
海
中
山　

久
保　
　

榮

長
浜
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